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人工知能（ＡＩ ）

背景

人間の判断や意思決定を含む実環境上の身近なところに，判断や決定
を下すための因子の組合せ数が膨大で，量子コンピュータなど最新の計
算機を用いても天文学的な計算時間を要する「組合せ爆発」を内包した
問題が多数存在しています．「組合せ爆発」が起きていると，問題の全
容が把握できず，問題の性質を知ることができません．つまり，効率よ
く解決する手段が見つからないのです．
人間はこのような問題に対しても，経験や知見を駆使して運用可能な

解決法を見つけ出していますが，人工知能等を含めた従来法は「組合せ
爆発」問題を扱うための経験や知見を利用することができていません．

人間が現場で培ってきた方法も万能ではありません．本研究グループが実
施した調査から「担当者が変わると運用成績が大きく変わる」「ベテラン担
当者のレベルを目標とした教育が難しい」など問題意識を持っている現場が
多数存在することがわかってきました．これら現場では結果が改善できる因
子の組合せを見つけることに価値があるのです．

小さなＡＩは，エキスパートたちが蓄積した経験・知見を取り込み，現場
担当者ごとに異なる因子を切り替えながら組合せを調整して，現場の評価基
準にしたがって，結果を実用レベルで改善します．初期導入コストが小さい
小さなＡＩは様々な分野への展開が期待されています．

小さなAIの必然性
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大規模最適化の例

図中 は組合せ最適化の対象となっている問題を直接記述する主
モデルの解を表しています．また， は では考慮されていない
因子を用いて記述した解を表しています．小さなＡＩは主モデル
A上に存在する初期解である から探索を始め，矢印をたどって
探索を進め，途中実行不能解を含む空白領域に到達しています．
従来の強化学習は迂回するための探索を行うのみですが，小さな
ＡＩは関連する副モデルB1,B2へ切替えて探索を続けます．

小さなＡＩによる知能の拡張小さなＡＩのアプローチ

Deep Learning による大規模問題の学習

強化学習の探索 遺伝的アルゴリズムによる進化計算

←（青矢印）
人間の意思決定を反映する探索．
小さなAIがモデル間接続の価値
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